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《港と道路の連携》

平成19年3月24日
国際物流戦略チーム第三回本部会合

参考資料３



高規格幹線道路・地域高規格道路・都市高速道路の整備
（都市再生環状道路：淀川左岸線延伸部でＰＩ提言のとりまとめ）
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【取り組み状況】 ・淀川左岸線延伸部について、淀川左岸線延伸部有識者委員会は平成１８年１２月１５日に国土交通省近畿地方
整備局、大阪府、大阪市に対して「提言」を実施

◆淀川左岸線延伸部の位置図

◆淀川左岸線延伸部の今後のスキーム

交通事故の減少

交通の円滑化による
走行経費の減少

目的地までの
所要時間の短縮

道路利用者の経
済効果は、

約約400400億円億円
年間、

淀川左岸線延伸部が整備されると

阪神高速環
状線の交通量が

約2万台/日減少

大阪府内
でのCO2排出量が

約1万7千t/年
減少

門真JCTﾍ北港
JCTの所要時間が

約２２分短縮

今後は、早期の都市
計画決定に向けた、
ルート・構造等に関する
基礎的な調査を実施し
ます。



都市内物流の効率化
（東大阪ＦＱＰ協議会によるアクションプランの作成と実現に向けた取り組み）
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【取り組み状況】 ・２００６年１１月、東大阪ＦＱＰ協議会を設立。地域の課題改善に向けたアクションプランを作成し、
その実現に向け、地域が一体となった取り組みを実施予定。

◆東大阪流通業務地区の位置図

今後は、アクションプランの実現、
実行に向けた活動を推進。

位置図位置図

協議会（第1回）の様子

アクションプランアクションプラン

改善策検討改善策検討
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周辺住民
周辺住民

警察
警察

運送業
運送業

荷主
荷主

商工会
商工会

事業所
事業所

パートナーシップによる取り組みのイメージパートナーシップによる取り組みのイメージ

慢性的な路上駐車（地区内道路）

・国内におけるＦＱＰとしては初の取り組み
（※英国には、３０箇所を超えるＦＱＰ組合が存在）

・東大阪ＦＱＰを進めるため、地域の幅広い関係者
により組織する協議会を昨年１１月に設立

・今年３月にはアクションプランを作成

2006年11月、「東大阪ＦＱＰ協議会」設立2006年11月、「東大阪ＦＱＰ協議会」設立

物流貨物車の路上駐車が慢性化
し深刻な状況など地域の課題改
善と地区のイメージ向上に向け、
関係者のパートナーシップによる
取り組み方針を取りまとめたアク
ションプランを作成。

啓発キャンペーンの様子

地域の課題地域の課題

取り組み取り組み


